
　今年も残すところあと１か月になりました。

寒くなり空気も乾燥しています。元気に過ごせるように、せっけんを使って手を洗い、体調管理に気をつけましょう。

 　【11月に使用した主な食材の産地】

令和2年11月30日

西東京市立柳沢中学校

北海道：鮭・玉ねぎ・じゃが芋・にんじん

グリンピース・刻み昆布・かぼちゃ

青森：米（つがるロマン）いか・とりにく

ごぼう・長ねぎ・にんにく

岩手：米（ひとめぼれ）・しいたけ

宮城：豆腐・油揚げ・生揚げ

群馬：豚肉・ほうれん草

栃木：もやし

茨城：豚肉・ピーマン・青梗菜

千葉：大根・パセリ・さつま芋・キャベツ

埼玉：小麦粉・きゅうり・里芋・ほうれん草・かぶ

にんじん

西東京市：小松菜・大根・キャベツ

神奈川：大根

長野：りんご（サンフジ）・えのき茸・白菜・セロリ

愛媛：みかん

高知：しょうが・赤ピーマン

佐賀：米（夢しずく）

宮崎：とりにく

九州産：干し椎茸

新型コロナウィルス感染症拡大

防止のために、

【配膳中に盛り付けたものを戻

すこと】と

【いただきます後のお代わり】

はできません。

とはいえ、給食当番がクラス

一人一人のエネルギー所要量や

食欲にぴったり合った量で、余

さず全員分盛り付けることは、

至難のワザです。

給食時間内に現状できうる対応

として、柳沢中学校では配膳で

余りがでた場合には、マスクを

つけた教職員が、生徒にお代わ

りの希望を確認（生徒は黙って

挙手）し、配膳場所で予備の皿

に盛り付けてから、各教室に運

んで配っています。

この取り組みもあって、コロナ

による休校明けの頃より、残菜

量を減らすことができています。

保健給食委員会でも、感染症拡

大防止策や、残菜量に関するお

知らせなどを、水曜日の給食時

間に放送するので、ぜひ聴いて

ください。

兵庫・瀬戸内：ちりめんじゃこ


